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〒519･0505　伊勢市小俣町本町2番地　(電話) 0596･29･3900 (FAX) 0596129･3902

開館時間　午前9時.-午後7時

休館日　毎週火曜日､第2金曜日

年末年始､特別整理期間

貸出1人1 0冊2週間以内(うち雑誌は5冊まで)

1団体50冊1ケ月以内(うら雑誌は25冊まで)

小俣図書館カレンダー
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期　　間:2月98(土)～I8日(月)

展示場所: 7階:児童コーナー
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★汚損･破損した串の展示

汚損･破損にJ=って修理が&･牢に&}っ定本や.

貸し出しで己C3くなった串を展示しさす｡
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《場所》 1階･おはなしコーナー

2月2日/おにいさん､おねえさんによるおはなし会
2月9日･16日･23日

/おはなしプ-さんによるおはなし会

働手械肋LaLphvh J

《日時》2月28日(木)　午前11時.-

《場所》 2階･視聴覚室

《内容》あかちゃんむけの絵本の紹介や､

手あそびなどをします♪

あかちゃんえほん
のじかんは､毎月第
4木曜日です｡

/コ晩熟線番倉(4A～GRh)J

《日時》2月1日(金)午前10時～

(受付開始:午前9時50分～)

《場所》 2階･視聴覚室

ややぺ■舎●やか争.少･e･や〇･ぺト･oo嶋･｡嶋･昏

開館時間　午前9時～午後7時

休館日　毎週水曜･第2金曜･年末年始･特別整理期間

貸出1人10冊2週間以内(うち雄藩は5冊まで)

1団体50冊1ケ月以内(うち雑誌は25冊まで)
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《場所》 2階･視聴覚室

『白雪姫』
しろ　　はだ　　　　　　しらゆきひめ　　　　　　はほ　　じょおら

雪のように白い肌を持つ白雪姫｡～まま母の女王は
うつくしらゆきひめころ

畠sAよりも美しい白雪姫を殺してしまおうとするのでした｡
せかいはつちょうへん

世界初の長編カラーアニメーションとなった

ディズニー髄の筈韓をui徹します!

(アニメーション･日本語吹替)　　(上映時間　81分)

*　脱会　Ghl細胞LaLidhlA､ imaは､

申込不要です｡どうぞお気軽にご参加ください!

こんにちは!伊勢Å畠ちゃんです｡

橋本紡著｢図書館が､ここに｡｣は

今月号から第2話です｡ 2話は5回に

分けて掲載する予定です｡バック

ナンバーを読みたい方は､カウンター

でお問い合わせくださいね!
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《日時》　2月9日(A) ～2月1 9日(火)

《場所》　2階･展示ホール

《内容》現在と未来の読者のために

本の寿命について考えます｡

合わせて汚破損本の展示を行いますo



ト般書〕　写真集
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三重県四日市工業地帯などを撮影した工場写真集､冬に温泉を楽しむ｢スノーモンキー｣､

偉大な写真家の一人､ロバート･キャパのフアン待望の写文集など様々なジャンルを集めました｡

心に残る一冊がみつかるかも･･･.　一度手にとってご覧ください｡

訳に　　モt

◎　CORONA (石川直樹/著　青土社)

◎　スノーモンキー(岩合光昭/写真　岩合日出子/文　新潮社)

◎　ロバート･キャパ　ちょっとピンぼけ文豪にもなったキャパ

(ロバート･キャパ/著　マグナム･フォト東京支社/監修　クレオ)

◎　工場ディスカバリー(小林哲朗/著　アスペクト)

◎　村の記憶　(松原豊/著　月兎舎)

訳に

〔岸墓室〕　鬼は外.lSLJ.鬼13うち!?

蕗等に撃を手<智稚畔筈くから糾.鮎敵lものG)稽出れこきさした｡しかし.岳体毛鵜の鞄紬篇膳を点て的と.

篤捗軌lものl劫-LJで捗辱く､鮎&}篤もいれrS.畠篭や軌Ibt弓等ってくれる籍もいるSうです｡

寄越臥誉ん桝巧いろ移籍に畠会うことがで告与等を留芥しさす｡

★　かえるをのんだとtさん日本の昔岳(E)野十戒/再話斎藤隆夫/絵権書館春店)

★　こ虚とLJたろう(たbtとの揮うこ/作移浦範茂/絵童心牡)

★　2月のえ挿ん(長等JJI康男/監修PHP和死所)

★　オ二の生活匝峯ヒサウニヒコの不忠雑歯鑑7 (ヒサウニヒコ/文･絵画土牡)

★　鳥の市(島野美知子/作たこもLJのLJこ/緯者喝書店)

〔ヤングアダルト〕 ｢恋愛小説を読んで恋愛カアップ!?｣

恋のはじまりを描く5人の作家によるアンソロジーや､美しい絵で彩られた野美女と野獣B碇だ､いろいろなタイ

プの恋愛に関する本をご紹介します｡

【一般書】

●星に願いを､月に祈りを(中村航/著　小学館)

●あなたはそっとやってくる(ジャクリーン･ウッドリン/著　さくまゆみこ♂訳　凝嘗夜番藩莞)

【児童書】

●初恋リアル(香坂直､菅野雪虫､樫崎茜､片川優子､榔月美智子/[著]講観∋

●メディエータ　ゴースト､好きになっらやった(メグ･キャポット/作　代田亜香子/訳　理論社)

●美女と野獣(ア-シュラ･ジョーンズ/文　サラ･ギブ/絵　石井睦美/訳　BL出版)
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I: ★伊勢･小俣図書館のどちらかに所蔵がある本ですoご利用館にない場合は､予約ができますo
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かすかに膨らむ草木の芽吹きや､水辺の凍てゆるむ風情が泰の気配を知らせてくれる｡

陰暦二月を如月と呼ぶのは中国での異称をそのまま用いたものであるが､

日本での｢ききらぎ｣という名の由求には諸説ある0

寒さがまだ残っており衣を史に着るので｢泉安着｣ -

また､草木の芽が級り出す月であるから｢草木級月｣が転じたとする説もある｡

風にも免にも植物にも季節の気配は織りこまれている｡

人間の心が大自然に素直にふれたとき､そこから裳術が生まれる｡

SOUL OF Ise Shunkei
～虜のato伊勢虜慶～

ふるさとの風
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海外で"japan"といえば漆器のこと｡

マルコ･ポーロが著した『東方見聞録』の中でZipangu (ジパング)の名称でヨーロッパに紹介された日本｡

1867年(慶応三年)のパリ万国博覧会あたりをきっかけに世界からJapan (漆器の国を意味する､)ど

呼ばれるようになった｡

｢伊勢泰慶｣ -それはかつて伊勢を中心として大量に作られたエ婁品ではない日常の漆器である｡

春慶塗は天然の木目の美しきをそのまま生かした透明塗の一種で､和泉国堺の漆工春慶が創始した扱法である事か

らその名がついたといわれる｡岐阜県高山市の飛騨春慶､秋田県能代市の能代春慶､泉城県域里町の泉野春慶(求

P秦慶)が日本三大泰慶塗として広く知られている｡

伊勢は全国からの神宮への参拝者を対象として後々な伝統産業が生まれた｡伊勢泰慶の初まりは『宇治山田市史』

によると､室町時代神官の工匠が御造営の合材を受けて内戦として始めたとしている｡

伊勢泰慶の多くは桧の板を素材とした頑丈な作りの箱物である｡
べんがら

木地に弁柄や食紅などで着色し柿渋で下塗りを重ね最後に透明な春慶漆を薄く施す｡

伊勢春慶特有の赤褐色が鮮やかで漆の奥に木目が透けて見え素朴な風合いが生かされている｡

底の隅には水漏れを防ぐためと食べ物が隅に残らないために"こくそ"と呼ばれる黒い日留めがみられ､

また底の泉に製造元の漆器店の印が押されているのも特徴の一つである.

～粗ナリト詞へドモ廉価ニテ堅固～

明治期の史書に記されているように上品さはないが頑丈で比較的妥価な伊勢春慶は日周雑器として大量に生産され

｢伊勢国産漆器｣のブランドとして定着､全国に出荷されていった｡

しかし戦後漆の入手が困難になった事や職人不足､さらに高度成長期を吐えての生活の変化等の貴国によるプラス

チック製品の登場｡伊勢春慶は暴らしの中で急速に行き場を失う｡

長く続いた伝統産常は終止符を打つことになった｡

河崎は｢伊勢の台所｣と呼ばれた町である｡今も黒壁の蔵や商家が並び往時の面影がただよう｡

かつて伊勢春慶の昇借地でもあった河崎でふるさとの漆器を見直そうと動き出した人々がいる｡

和親や枚術､さらに経験を重ねた人々､そして何よりも伊勢泰慶を愛し､魅了された人々が立ち上がったのである｡

谷崎潤一郎は｢陰欝礼頚｣の中で日本人が兄の描き出す陰暦をいかに愛でてきたか

その独特な感性についてま己している｡

漆器も同株､薄暗い中でこそ美しさが映える陰帝礼額の世界である｡

しかし伊勢春慶は趣を異にして､明るい太陽の苑に照らされ現代の生活の中でこそ生きる漆器である｡

名も無さ我人が作り日々の暴らしに溶け込み重宝に使われた漆器-｡

その伝統の良さに現代の感覚を重ね新しく興る｡

伊勢春慶にはせき良き時代に忘れ去られた私たちの魂が宿っているのかもしれない.

Ⅴ伊勢市史第八を民俗編(伊勢市/鴇　伊勢市　L243/イ/8)


